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卸商業団地の計画に

加わりませんか

こ希望の方は当所事務局へ

最近、当所商業卸部会の会員の中に卸商業団地建設の気運が

盛り上がってきています。そこで当所では先月より三回研究会

を開催致して参りましたが更に新しい御希望者を含め一層研究

を推し進めていきたいと思いますので、同団地建設に関心ある

(詳細は7。ヘージ) 方は左記宛ご連絡下さい。
奈良市登大路町三六ノニ

奈良商工会議所商業卸部会

担当円城寺 TEL ⑳六ニニニ
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つい先頃まで生産性向上の手段として、企業のスケールメリットの追及が、盛んに宣伝されていたが、今 一

ぼこれが裏目にでて、スケール・デメリット(規模の欠点)が目立ってきた。三0年代の技術革新で、大量

生産・流通・消費の経済構造を造り出し、スケールメリットが高度経済成長一を支えてきた功績は大きかっ

元。併し今や減速ならぬ失速経済の中である。

労働集約型から無休操業の装置産業に脱皮した近代量産工場などは、もはや大量から小量への切替は困難

で、休止した方が怪我が少ない。従って各地で工場閉鎖が相次ぎ、その町ぐるみを不安のどん底に陥し入れ

つ、ある。ロットのスケールが大きくなる程小廻りがきXにくい。一たん製品の支持を失なうと余程大きな

、新商品の開発がない限り軌道修正が出来ないが、スケールが小さい程、企業は小さな技術開発で、小さな 1

支持で十分に新しい展開が可能となる。

スケールデメリットを裏返して表現すれぱ、「小規模の利点」ということもできる。今こそ「小規模の利 二

点L を見直しハ小さな技術や小量ながらもユーザーの役に立っ商品を提供する心掛けが大切ではあるまい

か。それが危局回避のみならず新しい成長分野を造り出す原点となりそうだ。
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企業の中で永年真にその企業の推進力となって社業に専念し

他の模範となる従業員を表彰し、その努力と功績を公にたたえ

産業振興の一助とするーこういう趣旨のもと、去る二月二十

日当所五階ホールに船いて奈良市の後援にょり優良従業員表彰

式が挙行された。

式は午後三時・木戸総務部長の開式のことばで始まり、次い

で君が代斉唱と続き、上田副会頭が「現在の厳しい経済状勢の

もと、この機に際してょり一層の努力をお願いし光い。」と挨

拶。安藤副会頭より、男女の代表者に表彰状並びに、記念品の授

与があり、これに答えて近江亀吉さん(鵠古梅園)・唐士富子

さん(日本染織工業総)がそれぞれ「期待にそうようこれから

も精進していきたい」と力強く答辞を述べた。次いで来賓とし

てお迎えした鍵田奈良市長の祝辞があり午後四時すぎ閉式、引

続き四階ホールにおいて祝賀。ハーティが催され、和気あいあい

のうちに式を閉じた。
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本日茲に、当商工会議所新会館竣工記念事業として

会員事業場に船ける優良従業員の表彰式を挙行致しま

す像し、鍵田奈良市長殿をはじめ来賓並びに各事業

場の方々には何かと御多忙のところ御臨席を賜り厚く

御礼申し上げます。

さて、およそ一つの企業が健全な業績をあげ発展し

て行くためには経営者の努力もさることながら誠実に

その任務を遂行する従業者各位の御協力こそ絶対の必

須要件となるのでありますが、ここに御列席の百四十

二名の力々は何れも久しきに亘たり、常に責任感強く

して黙々と自己の職務に精励せられ、たゆまぬ研究心

にょって技術の改良、品質の改養生産性の向上に努

め、又後進の人達に対する指導育成にあたり、以って

事業の繁栄、社運の隆盛に貢献せられた方々であり奈

良産業界振興の原動力としての役割を果たしてこられ

たのであります。その永年に亘る御努力と御功績はま

ことに尊いものでありまして奈良商工会議所といたし

ましてはマ五00の会員事業場の内より厳選のう

え、本日、商工業界の至宝とも言い得るみな様を表彰

させていただいたのであります。

我が国の経済は一昨年のオイルシ"ツク以来慢性的

式

ス
ユ

イソフνに伴なうかつてない不況の波におそわれ、、諸

物価の騰勢に加え、倒産件数の増加失業者の増大等ス

タガフνーシ"ソ的様相を呈し、まさに混沌たる情勢

のもとにあると言って、過言ではないと思われます。

この時こそ今後更に経営者と従業員が一致団結して

難局打開にあ九ることがなにょりも大切なことと存じ

ます。
本日表彰を受けられるみな様に船かれましては、こ

のことを踏まえ豊富な知識と経験を生かされいつまで

も御健康で尚一層の御精励下さるよう切望する次第で

あります。

最後にこの表彰式を挙げるにあたり、奈良市からビ

後援を頂き厚く御礼申し上げますとともに、候補者の

選考審査に何かと御尽力を下さいまし九会議所各部会

代表の各位に対し厚く御礼申し上げまして式辞と致し

ます。

辛 舌

二

V

優良従業員被表彰者氏名

(腸あかしや)

(腸古梅園)

(近畿日本鉄道鵠)

(近鉄日本鉄道腸)

(平和木材建設暢)

(日本染織工業殊)

(腸八尾蒲鉾店)

冥栄社油脂化学工業腸)

(植田蚊帳側)

(鵠尾田組)

(中井金糸工業腸)

(鈴木毛筆工業腸)

(朗藤岡勇吉本店)

(腸奈良ホテル)

(腸瓦宇工業所)

(松森陶器鵠)

(囿千代の舎竹村商店)

(大川内装織物鵠)

(娩関西発条製作所)

(天平旅館)

(中井金糸工業鵠)

(桂林堂製墨)

(鵠南都銀行)

(セソコー総奈良支店)

昭和五十年三月二十日

奈良商工会議所

会頭大森久司

(敬称略)

(共栄社油脂化学工業鵠)

(敷島シレーヌ腸)

(鵠奈良ホテル)

(中本酒造朗)

(大和交通働)

(立ると工業腸)

(小林石油働)

(鵠大和商事社)

(タニ、グチ洋服店)

会商商事鵠)

(ヤマト機械工業朗)

(鵠キソグ商会)

(共同精版印刷鵠)

(草竹コソクリートエ業総)

(セソコー鵠奈良支店)

(腸ひのり商店)

(鵠魚友)

(長岡士建水道鵠)

(鵠太貫明新社)

(鵠ニユー丸八)

(奈良近鉄タクシー鵠)

(白鳥工業鵠)

(働柏原鉄工所)

(土屋兄弟囿)

(信貴商事鵠)
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本
田
束
貝

(朗八尾鉄工所)

朗尾田組) 田西 日

西(共同精版印刷総) 田目

腸鈴木)

奈交自動車整備側)

三笠物産鵠)

奈良トヨタ自動車鵬)

(鵠上田繁商店)

(藤原電気工業鵠) 西

(鵠喜多本店奈良支店) 弘

(鵠近鉄百貨店奈良店)

男(鵠日吉タソス本店)

美(奈良自動車整備側)

富久見(コテラ上川鵠)

隆(鵠村島商店)

(腸阪奈飯里 昭

(徇筒井商会) 文
正男(囿西村物産)

務(側ふる里)

芳一(奈良トヨタ自動車腸)

義(朗奈良明新社)

敏(腸浅沼組奈良営業所)

(石川商事働) 耕

(いわいべーカリー娩) 朝
秀(鴨旭倉庫)

(内藤鉄材工作所)

1

(朗大阪ジャッキ製作所天理工場)

勝(福島工芸印刷)

信弘(奈良三菱自動車販売鵠)

武(囿末広隆洋服店) 正
田義昭(鵠白玉屋栄寿)

(奈良石油朗) 祥二
" 良

茂(貝辻事務光機) 口
崎修(朗東鮓) 身

(アスター) 稔 山

(暢学園前ガスセソター) 義
輝(俗萬々堂通則)

(鵠クロカワ) 忍

寅二郎(奈良県医師協同組<巳

林(奈良クラリオソ鵠)

渡辺隆之(公謬会計士.税理士中嶌良炊事

異常イソフレと石油シ"ツクを直接の引き金として

始まった今回の景気調整過程は、世界的なスタグフレ

ーシ"ソと絡み合いながら①二年余に及ぶ総需要抑制

策の実施、②企業の生産投資一犀用調整の積極的な

展開、③個人消費の長期停滞を中心に戦後最大の不況

J

ノウ

'句 C

二

織鵠) (杉山紡

(植田蚊帳鵠)

光鮒) (近鉄観
績鵠) (杉山紡

(杉山繊維工業鵠)

レーヌ側) (敷島シ

(心堂腸)

(旅館大文字)

(近鉄観光腸)

(杉山繊維工業鵠)

(鵠旭倉庫)

(社会福祉法人奈良社会福祉院)

(鵠南口商会)

(大和交通鵠)

(鵠鈴木)

(奈良ヤクルト腸)

(囿緑屋)

(関西美術印刷鵠)

(徳田メリャス縫工所)

(奈良近鉄タクシー働)

(奈良温泉観光鵠万葉ホテル)

(朗野田組)

(妹南都銀行)

(錦生醸造侮)

(娩ブレーメソ)

(奈交商事制)

(奈交商事鵠)

(腸、ソマヅ)

(鵠阪奈飯田)

(西田商店)

(囿コ了ソソ)

(奈良ヤクルト鵠)

(日産プリソス奈良販売総)

((財)簡保加入者サービス協会奈

良支部)

(側大阪ジャッキ製作所天理工場)

(ホティヤ薬局)

(奈良食品企業組<巳

(南口商会貴金属カメラ販売朗)

(日産プリソス奈良販売鮒)

(共伺プリソトエ房)

(実業印刷鵠)

(奈良三菱自動車販売)

(柳生商会)

(鵠浅川組)

(ジャスコ制奈良店)

(ジャスコ鵠奈良店)

(以上一四二名)

、

会

別寄稿

由比

低成長経済の構図

奈良県立短期大学教授

倉本染織工業腸)

(社会福祉法人奈良社会福祉院)

(鵠近鉄百貨店奈良店)

(鵠幸福相互銀行奈良支店)

(鵠あかしや)
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現象を誘発させた。このまま推移するとすれぱ五0年

度の日本経済は四九年度のマイナス成長に統ミ実質

成長率三t四%という低成長経済に移行することは不

可避とみられている。

このような四九年度を中心とする景気の冷却化に対

処するため、政府は二月中旬①四九年度第四四半期の

公共事業契約ワクの年度内消化の促進②市中金融機

関にょる特別融資の促進等中小企業金融の円滑化、 3

民間金融機関の住宅口ーソの促進④雇用調整給付金

制度の対象業種の追加指定、⑤民間設備投資建設投資

の抑制措置の弾力的運用等を中心とした-0項目にわ

たる第一、次不況対策を実施したのに加え、近く五0年

度公共事業の上期集中、官公需の中小企業向け発注の

増加等第二次不況対策を打ち出す方針を固めている。

このような財政主導型景気刺激策の実施とそれに接続

するであろう公定歩合引下げなど金融政策の弾力的運

用にょり、景気は四1六月を契機として低成長基調な

がらも一応の回復過程に転じるものとみられる。

二

しかしこのような景気回復が実は薄氷を踏むような

景気回復であることも当然予想されるところである。

というのは政府の景気刺激策は隻に長期にわたる総

需要抑制策と消費停滞にょって物価の鎮静化が進んで

いること、第二に円高・ドル安傾向が強まっているも

のの全体としてみた場合、、国際通貨情勢が小康状態に

あること、第三に石油問題も世界不況にょる需要減少

から相対的安定期を迎えていることなどを前提とした

ものである。従ってこのようなイソフレ・国際通貨・

エネルギー情勢の安定が何等かの理由にょって崩れた

場合は予想される景気回復も極めて短命のうちに終り

を告げる公算が強いわけである。

いずれにしくもこのような中長期にわたる成長制約

要因の存在から五0年代の日本経済はこれまでの実質

成長率年平均-0%超という高度成長から三t四%程

度の低成長経済への転換過程に足を踏み入れることと

なる

＼
ス

しても過渡期としての摩擦現象を誘発させずには船か

ない。売上げ鈍化にょる操業率の低下から設備と労働

力の過剰現象が強まり、生産性の低下からコストに占

める金利と人件費の割合か増大することとなる。

現在大企業を中心にオーバーなとみられる程強行さ

れている雇用調整経費節減等の多様な調整措置はこ

のような禁断症状の経済を反映したものである。

四

しかしこのような低成長経済に呼応したハズミのつ

いた縮小均衡への道は次のような矛盾を一方において

呼び起す。というのは雇用調整や賃金抑制が行き過ぎ

るとその結果として日本経済全体としての有効需要の

拡大にブレーキがかかり、企業サイドにとって市場の

緒小傾向が強まってくる。

ところが一方資本主義経済は利潤原理に導びかれた

競争社会であるという本質を備えていることから、低

成長経済の下では狭陞化し、た市場をめぐつて利潤拡大

をめざした企業間競争が高度成長期以上の激しさで展

開されることとなる。そのことの結果として資金力、

技術力等に秀れ矣企業がその優越的地位を一層確立

し、寡占体制を強化する一方、競争力に乏しい中小企

業の地位の低下がもたらされる。さらに国内市場の狭

陞化に伴う生産と資本の過剰をカバーするため東南ア

市場等に対して無理な輸出ドライブをかけ資本進出を

強行すると今度は国際的な軌諜が拡大するなど低成長

経済は内外にわたる均衡撹乱要因を作り出す可能性が

極めて強い。

だからといってこのような事態を回避するために財

政を中心とする景気刺激策をコソスタソトに講じると

するならば、今度はイソフレという現代の怪物が蕪生

するという厄介な事態となる。

」一

五0年代の日本経済はこのように低成長とイソフレ

のディレソマに悩みながら試行錯誤を繰り返えすこと

となろうが、政策当局は徒に低成長論、安定成長論を

弄ぶことなく、このような新時代に対処するための明

確なビジヨソを国民と企業の前に示すべきである。

ユ

9

二

.

三＼

一

このような転換期にある日本経済は一種の禁断症状

の経済だということ、できょう。というのはたとえぱ

これまで一日五0本以上というへビースモーカーが健

康上の理由からこれを大幅淀節煙する、もしくはゼロ

成長の場合は完全に禁煙するということに等しい。従

つて悪くすると激しい禁断症状に見舞われることとな

るが、,・この禁断症状の深刻さに目を奪われて温情的な

対症療法を講じると事態は前以上に悪化する場合が多

(これについては麻薬中毒患者の例をとるとズバリ い
とくるわけだが、日本経済を麻薬中毒にたとえること

は些か語弊があるのでタバコに置き換え九)
0

もう少し具体的にいうと三0年代以降の日本経済は

何回かの不況を含みなからも年平均-0%以上の高度

成長を続けたが、このことを企業サイドでみると年平

均-0%以上の実質的売上げ増が可能であるというこ

とを暗黙の前提として生産規摸借入全雇用を拡大

してき九。このような実質-0%成長型企業経営はマ

イナス成長、しくは低成長時代に移行する場合、.どぅ

一

.{-ー::ユ:冨冨テ{二三=:ユ,.一.三一.{宅冨:、一:二冨=.{冒一.=.コ::ユ一"{一一.一:.一一::ー,、

一

ニ=}.=冒::電::ニ=ー.=τ=:冒:.ニ=ー.一、一::.C::ニ=ー:一一:::せ:::=}.一宅.':.曽:.

会員談話室 、

待ち合せ・ビジネスにノ

会議所ビル三階に、会員の皆様に

落着いた静かな雰囲気の中で、ご商

談、ご歓談いただくための談話室を

設けております。

なお、,職員も配置致しております

お気軽にご利用下さい

門
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鍵田奈良市長と繋吹

市との関係より緊密に

歴
東京大学法学部第一類卒業

司法試験合格

運輸省に率職

力を退職

弁護士開業大阪弁護士会

に入会

川井法律事務所を開設

小川剛弁護士を迎え川井・

小川合同法律事務所として

現在に到る。
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去る二月二十四日、当所五階大ホールにおいて、上

田・安藤両副会頭はじめ当所議員四十六名の出席のも

と第3回議員懇鑒が開催された。

同懇談会は新会館竣工後初めて開かれるもので、

当日は鍵田奈良市長を迎え、今後の市の行政方針又、

先日当所から要望した問題等につき種々懇談した。

まず鍵田市長より、将来の市の行政方針につき"攻

める市政・積極的な市政"を展開して行くという力強

い内容の懇話があり、ついで当所よ●の要望に対する

答弁に入った。

斈市街地の再開発に関して①都市計画道路として

の東西幹線は今後五年以内に十五材道路を完成する。

②現市庁舎の跡地利用については跡地利用委員会を設

置し積極的に推進していく。③卸売団地の調査研究に

ついても援助を惜しまない。④観光対策について1ω

土産品見本市のようなものを展開してゆく同平城京の

五百分の一の復元Wみそづくりの推進同西安との姉妹

関係にょる観光推進・伝統工芸代表者の派遣等にょる

観光行政。⑤工業の振興について、風致条件、環境保

全を踏まえた上での計画的措置を講ずる。⑥産業廃棄

物の処理については処理業者の料金の不均衡がみられ

るので今後指導してゆく1等の充実した回答が得ら

れ、今後当所が市との関係をより一層緊密さを保

ち、当商工業者発展のため力強く前進してゆくことを

確認し合った。

コ
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井信明氏を委嘱

1 Ⅱ"リ

j

.r ●●■ 1 、●■ 1●●● 1 ●●● 1 .●■ 1

亀急,

、タ,,,

.ムιι、 .ムιι、

・・・ゞ " 1紗ノ驫〆

二月十八日付をもって当所の顧問弁護士に弁護士・

川井信明氏をご委嘱させていただき、当所運営上また

事業活動につきまして御指導願うことになりました。

川井顧問弁護士には経済法規関係の法律相談を四月

より毎週月曜日、午前十時t十二時まで御担当頂くこ

とになっております。

昨今の厳しい経済情勢下にあってますます専問的な

知識が要求されつつぁる現在"行動する商工会議所"

、

j

としてのこの法律相談をお気軽に御利用頂くようお知,

らせします。
略

昭和三十九年三月

同三十九年九月

同四十年四月

同四十一年一月

同四十三年四月

四十五年四月

四十六年四月
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最近、当所の卸部会々員の中に卸商業団地建設の気

運が盛り上がっています。そこで、卸商業団地の建設

について概要を記して船きますので、ビ覧の上御希望

の向は当所事務局まで船申出下さい。

卸商業団地建設事業の概要

卸商業団地の建設について

<趣旨>

わが国の卸売商の半数以上は従業員四人以下の企業

であり、零細性が強V。その上、卸売商の大部分は市

街地にあるため交通難駐車難等にょって、卸売機能

を適釖に果たすことが困難になっている。本制度は、

このような事態に対処して、卸売商の企業規模の適正

事業の共同化等を推進するとともに、交通難 化、駐

車難等を克服するため、卸売商が一の団地に集団して

店舗等を設置する場合に、これを促進しようとするも

のである。

<内容>

①事業協伺組合、事業協同小組合又は協同組合連合

会であって、その組合員若しくは所属員の大部分が卸

売業を行う者であるもの、又は②これらの組合員若し

くは所属員たる中小企業老のtべてが、次に掲げる基

準に適合する店舗等集団化計画に基づいて、一の団地

に集団して店舗等を設置する事業

(店舗等集団計計画の基準)

)W 
計画は、集団化しようとする中小企業者等のみに

よって構成された事業協同組合等にょり作成された

ものであること。

同集団化しようとする中小企業業者等のすべてが卸

売業を行う者であること。ただし、当該団地の運営

上必要がある場合峡中小企業者等の五分の一以内

において、卸売業を行う中小企業者等の事業と密接

に関連する製造芙運送業又は倉庫業を行う中小企

業者等を参加させることができる。

W集団化しようとする中小企業者企業組合又は協

業組合の数が二0人以上(特別の理由がある場合は

- 0人以上)であること。

⇔集団化する中小企業者等の三分の二以上が団地内

に店舗の全部又は一部を移転するものであること。

困団地内において適切な共同施設事業が行われるこ

と0

囚団地が都市計画、その他市街地の整備の見地から

適当な区域内にあること。 )
ト団地内の店舗等の配置が適切であること。 {

扮店舗等の建物が安全かつ耐久性のあるものである

ス
ユ

W

二

こと0
(助成の手続き)

①高度化事業を実施しようとする中小企業者は、計

画が具体化する籾期の段階から都道府県の中小企業

総合指導所(または事業団指導部)等に相談し、高

度化事業計画作成にあたっての適切な指導を受ける

ことが必要である。また、類似の高度化事業の実施

事例などがある場合には、都道府県等の紹介を受け

て直接現場に行って、組合指導者などからの実施上

の問題点等を直接聞くことが望ましい。

②①の結果参加希望中小企業者の意欲及び結束が

強く、当該高度化事業の実現が可能と認められた場

合には、都道府県が定める一定の様式にょり高度化

事業計画を作成し、正式に都道府県の中小企業総合

指導所に対してその計画についての診断を申請し、

併せて商工担当課爲度化資金担当課)に、高度化

資金にょる資金助成又は施設譲渡助成の予備申請書

を提出する。

③②の高度化事業計画について、都道府県の中小企

業指導担当者などが中心となって診断を実施し、そ

の計画の妥当性についてあらゆる見地から検討し

て、改善すべき問題点がある場合には改善勧告を行

う。なお、この場合の診断が、助成対象総事業規模

一億円以上の高度化事業計画に係るものである場 力
合には、事業団のコソサルタソトが必ず参加し、協

力することになっている。

また、団地事業等、商工組合中央金庫中小企業

金融公庫等の金融機関の協調融資期待のある高度化

事業については、これらの金融機関を診断に積極的

に参加させることになっている。

④③の診断にょり高度化事業計画について、改善勧

告を受けた場合には、当該勧告にょり計画を修正し

て、資金助成の本申請(診断勧告書を添付)を商工

担当課に提出する。都道府県は、この本申請につい

て審査を行い、妥当と認め九場合には、事業団に助

成財源の一部の借入予備申請書を提出する。

⑤④にょり事業団から貸付けの内定を受けた亀のに

ついて都道府県は中小企業者に対して助成の決定を

し、助成財源の予算化を行った後に、事業団に借入

本申請を行う。

⑥⑤にょり助成決定をし九ものについて、都道府県

は事業団から資金交付を受けて中小企業者の必要の

都度資金助成又は施設譲渡助成を行う。

(助成の条件)

二三% 六五%以内

事業団と都道府県の資

金負担割合

事業団
四二%

高度化事業の種類

店舗等集団化事業

金利(年)

都道府県

7

ニ・七%一.五年以内

償還期間据置期間

三年以内

助成割合
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「低成長に耐え抜く経営講座開催

真剣な表情の受講者

去る二月二十五日、当所地階会議室に船いて、中小

企業診断士・守屋健一氏を講師に迎え"低成長に耐え

抜く経営"と題した講習会を開催した。

失業者の増大、倒産件数の増加、レイオフと不況色

は増すぱかり、その波は中小業者に容赦なく押し寄せ

て船り、この苦況こそ正念場とぱかり受講者の聴講ぶ

りは真剣そのものであった。(講義概要は次の通り)

<我ケ国経済の現情>

一昨年のオイル・、ソ,ツク以来我ケ国経済はこれま

での高度成長路線から低成長路線に移行しつつぁる。

その中で特に気がかりな点は、輸出の縮小傾向の表面

化(世界的な不況)、並びに深刻化しつつぁる原材料

高雌資源不足イソフνである。これからの低成長時

代に即応する為、経営者は今までの高度成長期に根ざ

した考え方から発想を転換させなければならない。又

低成長に耐えうる企業体質を作らなければならない。

<奈良県経済の現情>

奈良県下に邪いて、不況色は強く、特に中堅企業の

経営悪化が目立つ。これは経営能力、管理能上以上の

事業拡張を計りその無理が不況にょり表面化してきた

ことにょる。低成長期に船いては均衡した経営が望ま

しい。
<不況時代に船ける経営>

まず自己企業の業界が将来いかに歩むかを考え、そ

の上で自己企業の業界に船ける位置を明確にし長期経

営目標を設定する。その場合次に掲げる事項に留意す

る事。

ユ
二

"

①低成長(安定成長)とは売上げの頭打を意味す

る。それに対処するには高度成長期に兆ける大量生産

販売の意識から多様化した生産・販売への経営意識

.

の転換が望まれる。

②経営の第一目標を売上げ増から利益増へ移行すべ

きである。(四十九年度の実質経済成長率はマイナス

一・七%程度と戦後初めてのマイナス成長が予想され

てます。)

③これまでの拡大経営から経営の均衡・縮小を考慮

すべきである。全ネルギー価権賃金の大幅値上げ

等にょるコスト上昊地方総需要抑制策の効果の浸透

にょる生産活動の低下二届用情勢の変化等景気は停滞

色を強めている。)」

④将来を考慮した販売活動の強化を計る。(不況の

時には自己企業の強い部門をより強化し、好況時には

自己企業の弱点を強化すべし)

⑤資金繰の計画性を明確にする事。(将来の計画は

一年、一力月の経営計画及び実績が基本となる。この

場合自己企業の実態は人、物、金の各面より見る必要
L

がある。)

⑥固定費の節約(不況時に事業拡張を計る積極策が

あるが常識的には危険である。)

⑦新製品、新技術の研究。(県内でこの不況時に大

幅な売上増、利益増をしている企業を二、三知ってい

るがこれは新技術の開発にょる。)

総論として不況時には積極策、消極策のいかんを問

わず経営計画を立てるべきである。現情維持策は危険

であろう。

会

議員異動

、獣熱^."岻^g

一小●噂,・り、・,,亀

、"JJ、ノ上,、゛、

、,^一畢^、ン,剖^ーハ,

(、り二 W'^狭

鵠近鉄百貨店奈良店(奈良市西大寺東町二丁目

四番言ぢ)では、福田浩一前店長の転任に伴い、

新店長に前田禹夫氏が着任され京した。従って福

田氏の後任議員として前田氏が就任されました。

昭和五十年三月四日付

亀

一

8

亀

販売士二級検定試験

合格者氏名(順不同・敬称略)

天本宏・上田光博・西部好和・山石城質弘

吉純・新家一夫・瀬良政義・木村誠治 佃
吉田吉則・大越三郎・嶋本英良

(以上十一名)
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第円回奈良優良観光土産品

推奨審査会及ぴ第3回奈良

新作土産品展開催される

去る2月即日、当協議会(奈良商工会議所、奈良食

品衛生協会、奈良市観光協会)は奈良県、奈良市奈

良県工芸協会等の後援をもって、優良観光土産品を選

定し、広く内外に推奨すると共に振興を図る目的で実

施した。多数の出品の内、受賞に輝いたものは次のと

おりである。

9

企業経営に関する

自粛要請について

この件に関し、昭和五十年二月一日に開催され

た第四回経済対策閣僚会議に船いて、次の通り申

合せが行なわれましたので、各企業に対してもこ

の趣旨が周知徹底されるよう鴬願いいたします。

◇

わが国の経済最大の政策課題は、当面物価の安

定にあるが、物価に占める賃金問題の重要性に鑑

み、政府としてはつとに労使に対し賃金決定につ

き国民経済的視野から節度ある感度で臨むよう要

請しているところである。

かかる情勢の下で、企業経営者においても、特

に次の諸点につき、自主的に節度ある経営態度を

とるよう要請することとする。

①価格、料金の引上げについては極力抑制す

ること。

経費の節減・合理化に努めること。

配当については、経営実態に即応した節度

ある態度をとること。

y

第卯回奈良優良観光土産品推奨審査会の部

奈良県知事賞純正奈良漬今西本店

奈良県議会議長賞寧楽人形童子対虎谷美術工芸社

石津工芸房 奈良市長賞月光菩薩

辰己楓林堂 奈良市議会議長賞丸だるま

鵠ふる里 奈良商工会議所会頭賞釜焼ふる里

第3回奈良新作土産品展の部

奈良県知事賞
木目彫レリ】フバサラ大将辰己楓林堂

奈良市長賞南都ごまどぅふ鵠やまとや惣家

第9回表示に関する

審査会開催さる

奈良県観光土産品公正取引協議会

観光土産品の品位の向上と信用の確保を図る為、表

示に関する審査会が去る3月口日、奈良商工会議所4

階中ホールで行なわれた。

審査員一同慎重に審査した結果違反で不合格と判

定されたものは少なく、品位の向上がうかがわれ、観

光土産品にたずさわる業者の努力が大いに買われた。

一尚審査結果は炊のとおりである。

格 合
条件付合格

不合格

保留

不合格と判定されたものは製造業者名が個人か法人

かの区別がないものや、登録商標と表示されているが

登録番号、欝載されていないものが大部分を占め、食

品衛生法違反と判定された。アゲゾコ、十二単衣等過

大包装の禁止に違反するものは全く見られなかった事

で士産品そのものの質は向上して来たことがうかがわ

れた。
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会議所日誌

2月即日「春闘対策講習△ぞ開催(於当所)

幻日公正取引協議会総会開催(於当所)

鉱日第3回議員裂会開催(於当所)

部日「低成長に耐え抜く経営講座」開催(於当

所)

部日小企業経営改善資金審査会開催(推せん件

数八件、於当所)◇販売士(二級)検定試

験実施妄験者六十名、於当所)

舒日小規模事業事務担当者連絡会議に出席(木

戸部長、於大阪商工会議所)◇奈良県観光

士産品推奨審査会開催(於当所)◇第3回

奈良新作土産品推奨審査会開催(於当所)

3月4日当所運営委員、正副部会長、会館運営委員

連合会議開催(於当所)◇優良従業員選考

委員会開催(於当所)
(二月1三月)

.

7日小企業経営改善資金審査会開催(推せん件

数八件、於当所)◇当所婦人会役員会開催

(於当所)◇商業卸売団地研究会開催(於

当所)

姶日奈良県観光土産品公正取引協議会開催(於

当所)

N日近商連業務事務担当者連絡会議に出席(渡

辺指導旦於神戸商工貿易セソタービル)

Ⅱ日副会頭会議開催(於当所)◇労働保険蛋

更新説明に出席(石岡坊係員、於県労働

会館)

那日当所婦人会三月例会(観劇会於京都南座)

W日第卯回常議員会開催(出席十八名於当所)

◇経営指導員研修会に出席(円城寺指導員

於山口県)

加日優良従業員表彰式挙行(被表彰者百四十二

名、於当所五階ホール)
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時曜 9

日

市市 良通
奈

《消息y

時日
5祝
~・

時曜

◇新入会員

(商小)

社名寝具のヤマダ

所在地奈良市学園大和町五丁目三三1-0三

代表者名山田清輝電話⑬六一四三

業,種寝具小売

社名ヤマダ精肉店

所在地奈良市学園朝日町二1五(スー。ハーヨシダ)

代表者名山田治郎電話⑮三一八九

業種精肉小売

(建設)

社名和光憐

職

良通
奈

時日
5祝

~・
時曜 9

日 9日

市
良通
奈

.

12
男

3

此

事

子

4

経

16

所在地奈良市学園北一丁目一番

代表者名小竹和子電話⑮一五七九

業種貸ビル・損保代理

社名未広興業

所在地奈良市鳥見町一丁目八ーニニ

代表者名三宅祥皓電話@八五三四

業種建設業

(醸造)

社名奈良県酒造組合連合会

所在地奈良市三条桧町三七四番の一

代表者名吉田武司電話@0七六七

業種酒類業組合法にょる組合事務

◇住所変更

富士火災海上保険鵠奈良営業所

.＼

2
女
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手
取
賃
金

(月
収
)

経
理
事
務
 10年

衣
料
販
売
店
員

52

140,000円

経
理
事
務
 20年

勤
務
時
間

(休
日
)

46

一
般
事
務

95,000円

9.00~5.00
(日
曜
)

呉
服
販
売
 3年

経
理
事
務

100,000円

衣
料
販
売
店
員

曹豆珍゛11規模

9.00~5.00
(日
曜
)

41

一
般
事
務

190,000円

県
内
外

通

木
内通

県
内
外

通

県
内通

9.00~5.00
(日
曜
)

一
般
事
務

45

,業

65,000円

70,000円

第
89回
3刀
N日
掲
載
分

3年

住
所

務
,3年

9.00~5.00
(日
曜
)

50人
以
上

48

配
偶
者

の
有
無

所
紹

理
 2年

出
納
事
務
 31年

天
理
市

不
問

57

70,000円

80,000円

80,000円

70,000円
経
理
事
務
 2年

都
祁
村

1卯
人

以
上

9時
~6時

(木
曜
)

学
歴

奈
良
市

通

奈
良
市
通

奈
良
市
通

生
駒
市

大
卒
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資
格

奈
良
市

不
問

義
務
卒

9時
~5時

(日
曜
・
祝
日
)

奈
良
市

不
問

高
卒
(商
業
)卒

9時
~5時

(日
曜
・
祝
助

奈
良
市

不
問

旧
中
卒
(商
業
)
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市
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問
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市

不
問

中
卒

奈
良
市

不
問

高
卒

奈
良
市

高
卒

高
卒

高
卒
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報
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奈良市油阪町出口ーー十四(住友生命ビル4F)
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